
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

市有財産(土地、建物)、車両等

事業名

基本施策

50

伊賀市　事務事業評価シート

市有財産管理経費

99

車両台数

正規職員     （人） 1.4
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

1.公用車両の統括的管理　　2.市有財産の損害保険及び自動車損害賠償保険事務　3.市有財産の登記事務の委託　4.普通財産の貸付、処分及
び維持管理

地方自治法、借地借家法、伊賀市会計規則
運営主体

細目
細々目

101

市有財産の適正な維持管理を行うことによって維持管理経費の削減を図
ることができる。

成果（どうなるのか）

01
市有財産管理経費
市有財産管理経費

総務部総務課

48,122 48,060

H17 H18（予算）

1.4

H19（予算）

1.4

4必要性

車両は所属管理になっており、車両確保のための占有、又は所属車両少ない等との弊害があるため、集中
管理を視野にいれ効率化を進めること。また、処分可能な土地については計画的に処分すること。

37,479

効率性

評
価

166 162

資産管理上、未利用地はできる限り公売によって年次的に売却処分を進め、また、車両については維持管理経費を要する老朽車両を早急に処分
し、本庁、支所で車両の移管調整を行う必要がある。

指標設定の考え方

車検にかかる経費(修繕費、重量税、自賠責、手数料、リサイクル
料)を削減する。

台

目標
10

事業の目的の成果を測る指標

車両保有台数の削減

4,254 4,260

11,599 14,297 14,200

10,080 10,080 10,080

18,902

8,650 8,650
47,559
3,640

58,202 58,140

20,921 20,950
3,338

目標値

台数

H17 H18 H19
実績値

10,000

158

9,000
未利用地面積

㎡ 11,680

4

単位 H17

A

総合評価

未利用地管理経費削減 未利用地の草刈等の管理経費の削減

4
3
3

有効性
達成度

該当なし

01
02
01
05

会計
款
項
目

一般会計
総務費
総務管理費
財産管理費

名            称コードコード 名               称

％ 10

4

H18（目標）

目標

H19（目標）

44,821 50,718 50,740

22-9610(2310)岡部隆次 連絡先

2,738 7,484 7,400

需用費

地方債
受益者負担
その他特財

役務費
公課費
その他

国県支出金


